宮島地区意見交換概要

　日時　平成24年7月19日　19：30～

　場所　宮島公民館

　出席　31人

問　市で大河ドラマ誘致を進めているが実現できるのか。
答　実現する可能性は高いと思う。北陸新幹線の開業に合わせた放送を目指し、富山、長野、石川、埼玉の4県でＮＨＫに要望している。全国からたくさんの要望があるそうだが、義仲と巴の題材については高い興味を示されている。

問　宮島地区は小矢部市一の過疎、少子高齢の地区で、人口を増やすことは大変難しい。そこで、賑わいづくりとしてパークゴルフ場を整備してはどうか。財政が厳しい中、緑の村の野外広場周辺を活用できるのではないか。
答　交流人口を増やして宮島に賑わいをというご意見。パークゴルフについては生涯スポーツとして人気があり競技者も増えている。小矢部市にも施設を整備したいと考えており、国際規格に合うものを視野に入れて候補地を探している。
問　公衆トイレとごみの焼却炉がニノ滝地内の県道脇下にあるが、古く、暗いため使用されてない。観光面、防犯面から撤去してほしい。
答　トイレとごみの焼却炉の撤去については早急に対応する。

問　市営バスの乗車人数が少ないので、大型ではなく中型バスで運行すれば経費が削減できるのではないか。貴重な交通手段なので継続していくための工夫をしてほしい。
問　市営バスについては、たくさん乗る場合も想定されることから大型としているが、中型や小型の導入も検討している。データーを取っているので参考にしたい。
問　志賀原発は活断層の上にあるとの報道もあり心配だ。自治体として対策をしているのだろうが市民にはもう一つ伝わっていないので情報を開示してほしい。
また、小矢部市には、いじめの問題はないと思うが、仮にあった場合は、関係者に十分配慮しながらも情報を公開してほしい。
答　原発や教育の場の情報公開についてはそのようにしたい。志賀原発への対応に関しては、県内でも一番早くヨウ素剤を備蓄した。小矢部市には原子力に関する専門家が居ないので、県に相談しながら対応していきたい。
問　モンスターペアレンツの問題はあるのか。
答　全くないということはないかもしれないが、報告によると極端な例はない。

問　自治体として原発に反対の旗を揚げてはどうか。
答　立地自治体が賛成しており、また、産業界への影響も懸念されることから反対の意思表示は難しい。ただ、将来的には廃止に向かっていくと思う。
問　熊の出没について看板の設置以外に、もう少し進んだ対策をしてほしい。捕獲してはいけないのか。
答　熊は捕獲できるが、小矢部市で捕獲したら小矢部市の山へ返さないといけない。隣の山へ放すわけにはいかない保護対象動物である。

問　矢波に、弁慶岩とつつみが滝という名所がある。市から予算をもらって清掃管理はしているが、駐車場や看板がないので整備してほしい。危険な箇所もあるので防護柵を設ければ、もっと観光客が増えるのではないか。
答　総合計画でも位置づけている。パワースポットとしても注目を集める観光名所だと思っているので生かしていきたい。
問　矢波牧の牧野桜坂公園にトイレを整備してほしい。
答　トイレの要望は他の地区からもたくさんあるが、高額なので計画的に進めていかざるを得ない。

問　宮島地区や稲葉山には多くの観光資源があり、地区でも様々なアイディアを持っている。市でも新しい目線で意見を吸い上げ、観光のまちづくりをしてほしい。
答　宮島地区を観光に特化したまちづくりをとの意見について、専門家の意見も取り入れて考えていく必要があると思う。

問　他市では、振興会と地区自治会を一つにして自治振興会となっている。宮島は統合して今年で3年目になるが、小矢部市の他地区でも統合することは可能か。
答　地区毎の事情があるのかもしれない。市としては一本化に特に問題はない。
問　ハトムギを使ったお手玉の作り方や遊び方を教える教室を開催してはどうか。子供と年寄りのふれあいの場になると思う。
答　検討したい。

